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世帯数

10,965人（ 5）
5,422人（ 2）
5,543人（ 3）
4,629戸

（各区別人口）平成18年11月末日現在
金武4,784人（－4） 転入 33人
並里2,690人（ 7） 転出 30人
中川 928人（ 6） 出生 9人
伊芸 925人（ 3） 死亡 7人
屋嘉1,638人（－7） 結婚 14件

離婚 2件
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沖
縄
県
統
計
功
績
者
表
彰
伝

達
式
・
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
表
彰
式
が
十
二
月

十
三
日
に
行
わ
れ
、
家
計
調
査

統
計
調
査
員
の
伊
藝
輝
子
さ
ん

が
総
務
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
全
国
で
二
六
三
四
四
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作

品
の
う
ち
、
中
央
審
査
に
出
品

さ
れ
た
八
二
一
点
の
中
で
二
次

審
査
を
経
て
、
最
終
審
査
で
金

武
中
学
校
三
年
の
池
原
怜
君
、

仲
田
鉄
生
君
、
知
名
孝
樹
君
が

第
五
十
四
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
を

受
賞
し
た
三
人
は
沖
縄
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
、

同
じ
く
金
武
中
学
校
三
年
仲
宗

根
鈴
菜
さ
ん
、
吉
田
亜
希
子

さ
ん
が
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。 伝

達
表
彰
式

▲伝達表彰を受けた伊藝さんと金武中学校の生徒



町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
み

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
町
政
全
般
に
わ
た

り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
一
年
を
歩
ん
で
い
け
る
喜
び

を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
私
の
活

力
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
町
長
に
就
任
し
て
二
期
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
初
心
を
忘
れ
ず

町
発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
そ

う
と
い
う
新
た
な
気
持
ち
で
新
年

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
中
は
将
来
を
担
う

若
者
た
ち
の
活
躍
が
目
覚
し
い
年

で
し
た
。
第
三
十
七
回
全
沖
縄

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

で
金
武
中
学
校
の
選
手
が
十
一
種

目
で
入
賞
を
果
た
し
、
中
で
も

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
に
お
い
て

は
、
三
年
生
の
仲
里
孝
也
君
が
優

勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

文
化
面
に
お
い
て
も
、
沖
縄
県

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
沖
縄
県
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
武
中
学
校

が
金
賞
を
受
賞
し
、
合
唱
に
お
い

て
は
沖
縄
県
代
表
と
し
て
九
州

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
頑
張
り
は

町
を
明
る
く
し
、
私
た
ち
を
元
気

に
す
る
力
が
あ
り
、
と
て
も
頼
も

し
く
思
う
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
政
の
動
き
と
し
て
は
、

第
四
次
金
武
町
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
、「
心
豊
な
明
る
い
健
康

文
化
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
本
総
合
計
画
を
指
針

と
し
、
保
健
・
福
祉
の
充
実
、
教
育
・

文
化
の
振
興
、
生
活
環
境
・
基
盤

の
整
備
、
環
境
衛
生
・
防
災
対
策

の
推
進
、
産
業
の
振
興
、
そ
し
て
、

行
財
政
・
広
域
行
政
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
の
支
給
対
象
の
拡
大
や

子
育
て
激
励
金
の
支
給
制
度
の
新

設
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
の
充
実

や
、
億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す

る
覚
書
の
調
印
式
を
執
り
行
う
な

ど
、
町
発
展
の
た
め
の
諸
事
業
を

着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
林
業
の
振
興
策
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
特
用
林
産

物
ぶ
な
し
め
じ
の
生
産
出
荷
施
設

や
畜
産
環
境
保
全
の
た
め
の
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ま
た
、
屋
嘉

地
区
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
屋
嘉

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
を

計
画
し
て
お
り
、
産
業
の
振
興
と

生
活
環
境
の
整
備
、
更
に
は
、
雇

用
機
会
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
バ
イ
パ
ス
や
ギ
ン

バ
ル
訓
練
場
の
跡
地
利
用
計
画
な

ど
、
推
し
進
め
て
い
る
事
業
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
総
力

を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
職
員
一
同
新

鮮
な
気
持
ち
で
日
々
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
年
の
干

支
で
あ
り
ま
す
猪
の
よ
う
に
猪
突

猛
進
、
前
進
あ
る
の
み
と
い
う
意

気
込
み
で
、
全
力
を
尽
く
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
町
民
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
本
年
も
実
り
あ
る
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
願
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
九
年 

一
月

二
〇
〇
七
年 

年
頭
の
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金武町長
儀　武　 剛

国
や
社
会
に
功
労
の
あ
っ
た

人
達
に
贈
ら
れ
る
秋
の
叙
勲

が
十
一
月
三
日
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
か
ら
は
四
十
三
人
が

受
賞
、
金
武
町
か
ら
は
瑞
宝
単

光
章
に
糸
村
昌
助
氏
（
中
川
区
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

糸
村
氏
は
長
年
に
わ
た
り
沖

縄
刑
務
所
や
沖
縄
少
年
院
に
お

い
て
法
務
官
を
努
め
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
秋
の
叙
勲
の
受

賞
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
退
官
後
も
篤
志
面
接

委
員
や
中
川
区
老
人
会
長
、
中

川
小
学
校
評
議
員
、
金
武
町

教
育
相
談
員
な
ど
数
々
の
地
域

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

秋
の
叙
勲
賞
受
賞

糸
村
昌
助
氏　
教
育
委
員
へ
就
任

平成18年第9回金武町議会（12月）
定例会最終日の12月15日、伊藝達博助
役（前産業振興課長）が選任同意されま
した。
伊藝助役は12月20日に辞令を受け新
体制をスタートしました。

助役に伊藝達博氏を選任

助 役　伊 藝　達 博　氏

で
お
り
、
平
成
十
八
年
十
二
月

二
十
日
金
武
町
教
育
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
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十
二
月
二
日
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
演
芸
の
集
い
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。各

区
の
婦
人
会
に
よ
る

演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
當
山
久
三
ロ
マ
ン

演
劇
団
と
合
同
で
公
演
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県

内
外
で
活
躍
を
し
て
い
る

ネ
ー
ネ
ー
ズ
が
友
情
出
演

し
公
演
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

チャリティー演芸のつどい

県
文
化
協
会
表
彰

平
成
十
八
年
度
海
外
移
住
者

等
研
修
生
受
入
事
業
閉
講
式
・

激
励
会
が
十
一
月
二
十
一
日
、
町

立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
研
修
を
終
え
た
の

は
、
仲
田 

み
ど
り 
シ
ン
チ
ア
さ

ん
（
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
）、

上
野 

リ
カ
ル
ド 

真
規
さ
ん
（
ブ

ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
）、
安
富
祖 

末
吉 

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
さ
ん
の
三

名
の
研
修
生
で
す
。

研
修
生
の
親
族
や
関
係
者
な

ど
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
閉
講

式
で
は
、
来
沖
し
て
か
ら
の
研

修
報
告
や
三
名
の
研
修
生
に
修

了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
三
名
の

研
修
生
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。
研
修
の
成
果
な
ど
を
日

本
語
で
述
べ
る
際
に
は
感
極
ま

っ
て
涙
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。激

励
会
で
は
、
研
修
生
に
よ

る
琉
球
古
典
舞
踊
や
三
味
線

演
奏
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
、
三
ヵ
月
間
の
研
修
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お

世
話
に
な
っ
た
親
族
や
先
生
方

と
の
食
事
や
写
真
撮
影
な
ど
を

楽
し
む
光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

三
名
の
研
修
生
は
、
日
本
語

や
琉
球
舞
踊
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

修
分
野
を
学
び
、
十
一
月
下
旬

に
帰
国
し
ま
し
た
。

海
外
移
住
者
子
弟
等
研
修
生
閉
講
式

▲研修の成果を披露

▲披露寸前まで世話をする先生方

▲会場を盛りあげたネーネーズ

▲當山久三ロマンのダンス

十
一
月
二
十
九
日
、
地
域
の

伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
の
振
興

発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体

を
た
た
え
る
二
〇
〇
六
年
度
県

文
化
協
会
賞
授
賞
式
が
名
護
市

の
ネ
オ
パ
ー
ク
オ
キ
ナ
ワ
で
開

か
れ
ま
し
た
。

金
武
町
か
ら
仲
間
栄
次
さ

ん
（
並
里
区
）
が
功
労
賞
、
松

堂
登
さ
ん
（
金
武
区
）
が
奨

励
賞
、
お
き
な
わ
ヤ
カ
ラ
ー
ズ

（
代
表
：
伊
波
正
広
・
屋
嘉
区
）

が
団
体
賞
を
受
賞
し
、
十
二
月

二
十
八
日
に
表
敬
訪
問
に
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

地
域
に
残
る
伝
統
芸
能
の
継

承
・
後
輩
指
導
、
施
設
へ
の
慰

問
活
動
等
こ
れ
ま
で
の
活
躍
が

優
秀
で
あ
る
と
各
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
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♪
♬

♩ ♪
♬

♩

ぬ
ち
ぐ
す
い･

ま
ー
さ
む
ん
フ
ェ
ス
タ
&
中
央
公
民
館
ま
つ
り

十
二
月
十
日
、
金
武
町
立
中
央

公
民
館
で
ぬ
ち
ぐ
す
い
・
ま
ー
さ

む
ん
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
央
公
民
館
ま
つ
り
も
同
時

開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
中
で
は
試
食
コ
ー

ナ
ー
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
多
く
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

注
目
さ
れ
て
い
る
「
ノ
ル
デ
ッ
ィ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
も
紹
介
さ

れ
、
会
場
内
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー

ス
を
実
際
に
歩
い
て
体
験
で
き
る

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
表

彰
・
講
座
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
の
最
後
は
金
武
町
出
身

で
今
注
目
の
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・

安
富
祖
貴
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

「金武町を盛り上げたい」と金武町
商工会が運営企画を行った金武町主
催のイベント『KIN・アクティブミュー
ジックフェスタ』が12月10日、ア
クティブパークで行われました。
バンドコンサートとカラオケのど

自慢大会が行われ、コンサートでは
町出身のバンドや安富祖貴子さんら
五団体がコンサートを行いその後、
カラオケ大会が行われ10人が予選
に参加し歌手顔負けの歌を披露し、
審査員を唸らせました。
国場盛光実行委員長は、「カラオ
ケ大会とバンド大会を毎月交互に行

金武町からミュージシャンを!!
KIN･アクティブミュージックフェスタ

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

い、『今、金武町がおもしろい』をサブ
テーマに企画した。金武町からミュー
ジシャンが生まれ、地域の活性化に
つながれば」と語っていました。

予選を通過した島崎達弘さんと伊
波真理亜さんは12月のチャンピオ
ン大会に出場が決まっています。

▲フラワーアレンジ体験 ▲80歳になっても20本自分の歯を保っている
方々の表彰

▲ダイナミックなマグロ解体ショー ▲にぎにぎダンベル体操

▲中央公民館講座の身美体操 ▲ニュースポーツのノルディックウォーキング

▲50年に１人の逸材と言われる伊芸区出身
の安富祖貴子さん

▲予選通過した
　島崎達弘さんと
　伊波真理亜さん▲
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金
武
町
商
工
会
（
会
長
：
安

富
勝
）
で
は
、
地
域
内
で
の
購

買
を
促
し
、
購
買
力
の
町
外
流

出
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
内
限
定
利
用
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
券
を
発
行
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
期
間
は
、
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
。
額
面

一
万
円
の
商
品
券
を
九
千
五
百

で
販
売
し
ま
す
。
利
用
で
き

る
店
舗
は
、
加
盟
店
を
あ
ら
わ

す
シ
ー
ル
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
同
商
品
券
事
業

は
、
今
年
度
で
三
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
券
表
面

▲

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
券
裏
面

▲

町商工会事業紹介
地域限定

オリジナル商品券を
発売中

　この特別給付金は、戦傷病者を永年介護されてきた奥様
のご苦労に対し国として慰藉を行うことを目的として、戦
傷病者の奥様に支給する者です。
◎「第十八回特別給付金」または「第二十回特別給付金」

受給されていた戦傷病者の妻の場合、次のいずれかの制
度の対象となります。

※上記国債を時効により失権した場合でも、各制度の対象
となります。

「戦傷病者の妻に対する特別給付金」の継続支給
★戦傷病者の方が平成18年10月1日に、増加恩給、傷病年

金、特例傷病恩給、障害年金等を受けている場合に、そ
の妻に支給します。

「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の特例支給
★戦傷病者の方が平成18年10月1日（又は平成5年4月1日）

以降平成15年3月31日までの間に、一般の怪我や病気で

死亡（平病死）された場合に、その妻に支給します。
「戦没者等の妻に対する特別給付金」の支給
★戦傷病者の方が、平成8年10月1日(又は平成5年4月1日)

以降平成15年3月31日までの間に、公務傷病や勤務関連
傷病で死亡された場合に、その妻に支給します。

◎新たに戦傷病者の妻となられた場合
★平成13年4月2日から平成15年4月1日の間に、夫が戦傷

病者として、増加恩給、傷病年金、特例傷病恩給、障害
年金等の受給権を取得した場合にその妻に支給します。

★上記の期間内に、戦傷病者としてこれらの年金を受けて
いる方と婚姻をした妻に支給します。

　■受付期間　平成18年10月2日から平成21年9月30日まで
　■受付窓口　金武町役場 保健福祉課
　　　　　　　TEL 968-3559 ㈲8-3559

戦傷病者の妻の方々に特別給付金が支給されます

平
成
十
八
年
度
３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
十
二
月
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

生
男
子
・
女
子
、
中
学
生
女
子
、
一
般
の
部
に

別
れ
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
男
子

は
、
一
般
の
部
と
し
て
試
合
に
参
加
し
、
大
人

顔
負
け
の
プ
レ
イ
で
三
位
入
賞
と
大
健
闘
し
、

見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
位
の
チ
ー
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

３on３大会
平成18年度３ON３バスケットボール大会成績一覧表

小 学 校
男子の部

嘉芸ＦＣ（嘉芸小５年生）

金城　兵河 前田　和宥 仲間　大悟 上原　恵

小 学 校
女子の部

Ｉラブ　籠球（ろうきゅう）

喜友名久美 野原世梨奈 幸喜ゆりか 仲間　梓

中学生の部
３年　金武中

田里　佳子 保良麻衣子 山川　梨沙

高校生・
一般の部

金武クラブ

糸村　昌敏 古波蔵清一 安谷屋憲人 小橋川智加
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▲金武町喜瀬武原地区農民集会所完成

　

金
武
町
成
人
式

▲

　

金
武
町
自
然
体
験
ま
つ
り

▲

　

お
き
な
わ
の
名
木
に
認
定
さ
れ
た

　

伊
芸
区
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル

▲

諸
見
里
さ
ん
、
九
州
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
優
勝

▲

▲アフリカミュージックが金武町にやってきた

ｋｉｎ　ｔｏｗｎ
２００６　ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｓ 1月

3月

4月

6月

3月7月

写真でみる
金武町の2006年
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写真でみる
金武町の2006年

▲16年ぶりに開催された伊芸区のスナヒチ

▲億首ダム本体工事覚書を調印

　

ぶ
な
し
め
じ
施
設
運
営
主
体
基
本
合
意
調
印
式

▲

▲第４回世界のシマヌチュ大会に参加した各国のシマヌチュのみなさん

　

金
武
町
民
族
芸
能
祭

▲

▼KINアクティブフェスティバルでライブを行った
　伊芸区出身の安富祖貴子さん

8月10月

8月11月

12月 10月
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　沖縄県全体の均衡ある発展を図る観点から重要な課題である北部地域の振興については、「普天間飛行場の移設に係る政
府方針」（平成11年12月28日閣議決定）に基づき、北部振興に取り組むこととし、平成12年2月に「北部振興協議会」及び「移
設先及び周辺地域振興協議会」を設置して政府、沖縄県及び北部地域の自治体が一体となって振興事業の円滑な推進を図
ることとしました。
　以下、北部振興事業の実施について平成18年度までの主な経緯は次のとおりとなっております。

《経緯》
１．「普天間飛行場の移設に係る政府方針」（平成11年12月28日閣議決定）に基づき、北部地域の振興策への特別の予算措

置として、平成12年度予算に100億円（公共事業50億円、非公共事業50億円）を計上。
２．平成12年度以降、当面、概ね10年間で1,000億円の特別の予算措置を確保(平成11年12月28日官房長官閣議発言)
３．「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組について」（平成18年5月30日閣議決定）において、以下のとおりと

された。
 ・具体的な代替施設の建設計画、安全・環境対策及び地域振興については、沖縄県及び関係地方公共団体と協議機関を設

置して協議し、対応 
・「普天間飛行場の移設に係る政府方針」は廃止
・平成18年度においては、上記の政府方針に定める「II地域の振興について」に基づく事業については実施
　＊上記《経緯》・・・内閣府沖縄担当部局資料
　北部振興事業は、「北部振興並びに移設先及び周辺地域振興に関する基本方針」（平成12年8月了承）に基づき、北部地域
の産業の振興・雇用創出、生活環境の整備などを図るため、これまで実施されております。なお本町において実施等され
た事業は次のとおりです。

「北部振興事業」について

本町において実施等された事業（上記事業費は採択時の額である。）

事業名 事業主体 計画期間 総事業費（国費） 事業概要

金武湾港（村内原）高潮対策事業 沖縄県 Ｈ12～Ｈ18
995百万円　

（895百万円）
養浜等により海岸保全施設を整備し、海岸防護機能を高めるととも
に、美しい海岸線の回復等に資する事業。

金武湾港（チヨ原・伊地田原）
高潮対策事業

沖縄県 Ｈ12～Ｈ18
385百万円　

（347百万円）
養浜等により海岸保全施設を整備し、海岸防護機能を高めるととも
に、美しい海岸線の回復等に資する事業。

国際交流拠点整備基本構想策定
調査事業

金武町 Ｈ13
23百万円　

（21百万円）

海外移民を送り出した地として、これまでの取組み等を活かし、諸外国と
の経済、文化、教育等あらゆる分野での持続的な交流を今後一層拡大発
展させ、相互の発展と活性化を図り、観光関連産業を中心とする産業の雇
用機会の創出等を図るための構想を策定。

金武町の歴史的特性を活かした
観光交流施設整備計画策定事業

金武町 Ｈ14
22百万円　

（20百万円）

海外移民を送り出し、今日においても広範な地域の県系人と様々な交流
事業を実施するなど、このような金武町の特性を踏まえ、移民文化を活用
した観光交流の拠点施設として「移民文化資料館（仮称）」を整備するた
め、当該施設の事業計画、管理・運営、施設規模等の整備計画を策定。

北部広域ネットワーク整備事業
北部広域
事務組合

Ｈ15～Ｈ16
1,968百万円　

（1,772百万円）

北部地域の住民生活の利便性の向上や産業振興のため、公的施設等を結
んだ北部広域ネットワークの整備であり平成15年度は、雇用促進、産業振
興が進みつつある名護市、宜野座村、金武町の区間及び名護市、恩納村
の区間について情報通信ネットワーク（光ファイバー網）を整備、平成１６
年度は金武町と恩納村との間を整備し、ループ構成とするとともに、地域
の人材育成等に寄与するアプリケーションの導入。
＊上記事業費は４市町村全体の事業費である。

町道１１１号線道路改築事業 金武町 Ｈ16～Ｈ21
739百万円　

（591百万円）

本路線は、ＪＡ沖縄金武支店を起点とし、現在事業実施中である国道金武
バイパスを終点（その間には、町の公共施設：中学校・町立図書館・武道館
等）とする道路で、海岸線等を結ぶ１級幹線道路であり、道路整備により
産業振興への寄与、安全で円滑な道路網の確保などを図るための整備。

北部地域園芸農業活性化事業
（農作物被害防止施設整備）

金武町 Ｈ16～Ｈ17
198百万円　

（178百万円）

病害虫や台風からの農作物被害を防ぎ、農業経営の安定及び農業所得の
向上並びに地域農業の振興を図るための農作物被害防止施設を整備。

特用林産物（ぶなしめじ）施設
整備計画策定事業

金武町 Ｈ17
11百万円　

（10百万円）

北部地域の地産地消による産業振興を推進することとしており、金武町におい
ては、ぶなしめじの生産出荷施設を整備し、安定供給及び消費者への安心・安
全な食材提供を計画。また新規雇用の創出、廃床の活用による循環型農法の
促進も図るもので、本事業により特用林産物の生産施設の整備計画を策定。

特用林産物（ぶなしめじ）施設
整備事業

金武町 Ｈ1８
910百万円　  

（819百万円）

特用林産物（ぶなしめじ）の生産施設の整備を行い、安定供給及び
消費者への安心・安全な食材として提供する。また施設導入によっ
て新規雇用の創出、生産により生じる廃床については肥料として活
用し、循環型農業の促進を図る。

年度 施設区分 整備面積 作物名 受益農家戸数
Ｈ１６ 平張型施設 12,102㎡ 小菊 ８戸

Ｈ１７ 〃 16,380㎡ 切葉 １１戸

〃 アーチ型施設 27,798㎡ 切葉・パパイア ２１戸
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　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通信制の大学です。
様々な年代や職業の人たちへのニーズに応える科目を約380語
用意しております。大学や大学院の授業科目を１科目から気軽
に学べるチャンスです!この機会に放送大学で学んでみませんか?
○受付期間：平成19年2月15日まで
○授業料（１単位あたり）：学　部  5,500円

大学部  11,000円
○資料請求：無料
お問合せ先　放送大学沖縄学習センター

〒903-0129　西原町字千原１番地
（琉球大学構内:地域国際学習センター棟4階・5階）
TEL 098-895-5952
FAX 098-895-5953

放送大学平成 19年 4月入学生募集
　税務職員を装い、現金自動預け払い機(ATM)を操作させ振込
みを行わせる「振り込め詐欺」による被害が発生しています。
　税務職員が納税者の皆様にお問い合わせする場合は、提出し
ていただいた申告書等を基にその内容をご本人に確認すること
を原則としております。
　また、税務署や国税局（国税事務所）では、
⑴還付金受取のために金融機関等の現金自動預け払い機(ATM)

の操作を求めることはありません。
⑵国税の納税のために金融機関の口座を指定して振込みを求め

ることはありません。
⑶フリーダイヤルの電話を設置しておりません。
ので、ご注意ください。
　不審な点があるときは、名護税務署まで電話等によりお問い
合わせください。

名護税務署　電話番号（0980）52-2918

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください

gggggggggggg

十
二
月
十
六
日
、中
川
区
青
年
会
（
平

良
樹
会
長
）
が
地
域
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
し
た
い
」
と
、
各

家
庭
で
な
か
な
か
捨
て
る
こ
と
の
で
き

な
い
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
作
業
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
、
二

班
に
分
か
れ
て
粗
大
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま

し
た
。

翌
週
の
十
二
月
二
十
四
日
に
は
屋
嘉

区
青
年
会
・
成
人
会
が
粗
大
ゴ
ミ
回
収

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

両
区
と
も
毎
年
行
っ
て
い
る
作
業
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
と
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。 地

域
に
貢
献
!

▲屋嘉区青年会・成人会 ▲中川区青年会

沖縄県の最低賃金
～ねぇみんな、この金額に目を留めて～
沖縄県内の使用者は、この最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。
（１）地域別最低賃金

最低賃金の件名 最低賃金額 適用範囲 効力発生年月日

沖 縄 県 最 低 賃 金 時間額６１０円
沖縄県内のすべての労働者及び使用者に適用されます。
ただし、下記の産業別最低賃金対象業種に該当する場合
には、当該最低賃金が適用されます。

平成 18 年 10 月 1 日

（２）産業別最低賃金
最低賃金の件名 最低賃金額 適用範囲 効力発生年月日

畜 産 食 料 品 製 造 業 時間額６５１円 ○肉製品製造業　○乳製品製造業
○その他の畜産食料品製造業 平成 18 年 11 月 30 日

糖 類 製 造 業 時間額６５９円 ○砂糖製造業　○砂糖精製業
○ぶどう糖・水飴・異性化糖製造業 平成 18 年 12 月 1 日

清涼飲料、酒類製造業 時間額６５３円 ○清涼飲料製造業　○果実酒製造業　○ビール製造業
○清酒製造業　○蒸留酒・混成酒製造業 平成 18 年 11 月 29 日

新 聞 業 時間額６９４円 ○新聞業 平成 18 年 11 月 26 日
各 種 商 品 小 売 業 時間額６４３円 ○百貨店　○その他の各種商品小売業 平成 18 年 12 月 7 日
自動車（新車）小売業 時間額６４２円 ○自動車 ( 新車）小売業 平成 18 年 12 月 6 日

適 用 除 外

ただし、次に掲げる者は（２）の産業別最低賃金から除外され、（１）の地域別最低賃金が適用されます。
① 18 歳未満又は 65 歳以上の者
②雇入れ後６月未満のものであって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

●最低賃金に参入されない賃金
　①精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
　②臨時に支払われる賃金
　③１ヶ月をこえる期間ごとに支払われる賃金
　④時間外、休日労働割増賃金等

●最低賃金に関するお問い合わせは
　沖縄県労働局　賃金室
　又は最寄りの労働基準監督署へ
　電話　０９８－８６８－３４２１
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現在の燃えるごみの中から

資源ごみとして分別

ペットボトル・段ボール・牛乳パック類・新聞・雑誌 蛍光灯・電球・乾電池・水銀体温計・ライター・かみそり・はさみ等

有害・危険ごみとして分別

もやせるごみ
現在の燃えないごみの中から

もやせないごみ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
広
報

作
り
に
励
む
こ
と
が
で
き
、
多
く

を
学
ん
だ
一
年
だ
っ
た
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
も
み
さ
な

ん
に
多
く
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
走
り
回
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
は
金
武
町
で
い
ろ
い
ろ

な
音
楽
に
触
れ
る
機
会
が
今
ま

で
以
上
に
多
か
っ
た
気
が
し
ま

す
。
も
と
も
と
私
は
音
楽
が
好

き
な
の
で
取
材
意
外
に
も
、
個
人

的
に
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
い
ろ
い

ろ
な
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。

取
材
や
ラ
イ
ブ
で
感
じ
た
こ

と
は
、
歌
を
歌
っ
て
い
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
聴
い
て
い
る
人
も
み
な

笑
顔
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
感
動

す
る
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
た
い

て
い
の
人
が
笑
顔
で
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
も
っ

て
い
る
音
楽
や
歌
手
の
み
な
さ

ん
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
音
楽
で
人
を
笑
顔
に
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
読
で

い
る
皆
さ
ん
が
ほ
の
ぼ
の
と
す
る

よ
う
な
心
温
ま
る
明
る
い
話
題

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
力
は

及
び
ま
せ
ん
が
・
・
・

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平成19年4月からは資源ごみと有害･危険ごみが新たに分別して頂くことになります。
　また、燃えるごみという言葉の表現からもやせるごみ、燃えないごみからもやせないごみと変わりますので
よろしくお願い致します。

大きく分けて、もやせるごみ、もやせないごみ、資源ごみ、有害・危険ごみとなります。

住宅地域での野焼きはやめましょう。
　住宅地域内などで一般家庭 ( 事務所 ) から出るごみを焼却処理する、いわゆる野外でのごみ焼却 ( 野焼き )
は法律で禁止されています。煙、すす、悪臭等により近隣住民の洗濯物や生活環境に影響を及ぼしており苦情
が多発しております。迷惑をかけるばかりでなく、火災の原因ともなりますので、絶対に行わないで下さい。

お問い合わせ　生活環境課 968-2460

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

十
二
月
九
日
・
十

日
に
行
わ
れ
た
「
第

三
十
三
回
国
頭
地
区
中

学
校
学
校
新
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
で
、
金

武
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

こ
の
大
会
で
金
武
中

学
校
が
優
勝
す
る
の
は

十
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で

す
。
激
戦
を
制
し
た
金

武
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

部
は
今
後
の
活
躍
が
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ
ま

す
。

17年ぶりに優勝

金
武
区
出
身
の

當
山
努
さ
ん
が
こ

の
ほ
ど
青
年
海
外

協
力
隊
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、

表
敬
訪
問
に
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

當
山
さ
ん
は
自

動
車
整
備
技
術
を

指
導
す
る
た
め
に

派
遣
さ
れ
ま
す
。

「
青
年
海
外
協
力

隊
派
遣
を
前
か
ら

考
え
て
い
た
。
不

安
も
あ
り
ま
す

當山努さん（並里区）
青年海外協力隊でフィリピンへ

が
、
今
ま
で
仕
事
で
培
っ
て

き
た
経
験
を
活
か
し
現
地
で

が
ん
ば
り
た
い
」
と
語
る
當

山
さ
ん
の
現
地
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

▲左から２番目が當山さん
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